
かわ

編集・発行 i 

i 福島県石川郡 i 
i 玉川村役場企画課 i 
l 印刷所 i 
j 須賀川市加治町8-6 i 

伺円谷印刷 ; 

めtすす
る農家危事

たま広報No. 1 79  昭和56年 7月 1日

1，496戸(ー 2)

7，429人 (+14)

3，661人(+4) 
3，768人(+10) 

(56年 6月 1日現在〉

村のようす

数
日

帯

'
男

女

世
人

真剣なまな指して・選別をす否小針さん夫妻A 

A みごとに実のるさやえんどう

ひ
と
雨
ご
と
に
夏
が
:
:
:
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
異
常
天
候
の
不
安

を
い
っ
ぱ
い
に
た
だ
よ
わ
せ
な
が
ら
農

家
に
と
っ
て
、
忙
し
さ
が
か
け
足
で
や

つ
だ
き
ま
し
た
。

今
が
収
獲
時
の
さ
や
え
ん
ど
う
農
家

の
小
針
英
章
さ
ん
方
(
中
)
で
は
、
十

一
一
ア
ー
ル
に
昨
年
十
一
月
に
作
付
さ
れ

た
え
ん
ど
う
が
、
今
が
さ
か
り
と
実
を

つ
け
て
い
ま
す
。

冷
害
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

昨
年
よ
り
も
長
く
収
獲
が
あ
る
そ
う
で

「
予
定
箱
数
が
出
荷
で
き
た
の
で
、
も

う
ど
う
で
も
良
い
の
で
す
が
、
つ
い
つ

い
摘
ま
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
」
と
疲
れ
の

中
に
も
笑
顔
を
見
せ
る
小
針
さ
ん
、
午

前
中
摘
み
取
り
、
午
後
に
選
別
し
五
時

か
ら
六
時
ま
で
に
出
荷
す
る
の
だ
そ
う

で
す
。稲

作
農
家
で
も
秋
の
収
獲
に
向
け
、

昨
年
を
挽
回
で
き
る
よ
う
に
と
、
ひ
と

畝
づ
っ
田
打
ち
車
を
押
す
そ
の
足
取
り

の
一
歩
一
歩
に
も
、
豊
作
へ
の
願
い
が

強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

養
蚕
農
家
で
あ
る
大
越
常
正
さ
ん

(
南
〉
で
は
、
「
大
雪
で
ハ
ウ
ス
が
つ

ぶ
さ
れ
ー
霜
で
桑
が
被
害
を
受
け
三
十

グ
ラ
'

よ」
7

グ
ラ
'

ち
か
作

り
に
蛙ど

h

す
一五
、樹

高
生
出

制
作

L

台
、爪

が、
l
t

う
か
。
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期間

55扇iZ
謝さ i点

状ん j霊
を j三
受打
(t .~た
る

竿

頭

綬

受

賞

昭
和
五
十
六
年
度
福
島
県
消
防
大
会

が
去
る
五
月
二
十
八
司
、
須
賀
川
市
文

化
セ

γ
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ

の
席
上
、
村
消
防
自
に
県
知
事
よ
り
竿

頭
綬
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
防
施
設
の
充
実
と
そ
の

No. 1 79 

7月21S(火)--8月20自〈木〉まで

夏の交通事故防止

県民総ぐるみ運動

行
政
相
談
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
一
一
一
輪
貞
夫
さ
ん
に
、
福
島
行
政

監
察
局
長
、
さ
ら
に
東
北
行
政
相
談
委

員
連
合
協
議
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
気
軽
に
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
こ
と
住
民
を
代

表
し
、
紙
面
を
も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

運動の重点

1. 過労〈いねむり〉、無謀運転の防止

家庭、地域及び職場ぐるみで過労〈いねむ

り〉、無謀運転を防止する。

運転中疲れた場合や、長距離、長時間運転

する場合は、必ず休憩をとるよう指導す

る。

2. こどもと老人の交通事故防止

こどもと老人の事故が多いことに鑑み、こ

どもの急なとびだし事故防止、老人の交通

事故防止を徹底する。

3. 自転車、原付自転車の交通事故防止

4. シートベルト、ヘルメット着用の推進

シートベルトをしめていれば、疲れないう

え死亡率が 9分の lにも減少しますO

5. 暴走族の追放

地域、職場、学校、家庭で暴走行為の反社

会性を訴え「暴走をしない、させない、見

にいかせないjを徹底させ暴走族を追放す

る。

ハ一川正念一いと一広一咲川町一だき一咲き一一鹿川一
γ

第
十
回
さ
っ
き
盆
栽

展
が
六
月
六
日
か
ら
八

日
ま
で
の
一
一
一

E
問
、
村

体
育
館
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
わ
が
盆
栽
の
う
で

は
」
と
愛
好
家
達
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
、
数
小

心
に
、
心
を
こ
め
て
、

手
掛
け
、
つ
く
り
あ
げ

会
場
い
っ
ぱ
い
に
、
披
露
さ
れ
ま
し

た。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

O
競
技
花
の
部

商
ヱ
会
長
賞
真
弓
諮
問
次
(
蒜
生
)

高
橋
農
園
賞
英
野
四
郎
ハ
岩
法
寺
)

金
賞
真
野
呂
勝
子
ハ
南
須
釜
〉

銀

賞

草

野

豊

ハ

岩

法

寺

)

η

吉

田

義

雄
(

H

)

銅

賞

車

田

喜

衛

(

蒜

生

)

H

リ

塩

沢

直

利

〈

南

須

釜

)

H
H

瀬
谷
貞
安
〈
北
須
釜
)

O
一
般
の
部

村
長
賞
草
野
¥
一
林
次
〈
北
須
釜
)

議

長

賞

有

賀

重

夫

ハ

吉

〉

教
育
長
賞
小
林
宏
一
(
竜
崎
)

盆
栽
会
長
賞
須
藤
元
義
〈
川
辺
)

との運動は、暑さや行楽による疲労、夏の

解放感による無謀運転等によれ交通事故の

多発が予想されるので、県民総ぐるみでこれ

らの事故を防止することを自的としていま

す。

ス口ーガン

「安全はあなた自身がつくるものJ

ーゆっくり走ってみませんかー

成
績
が
優
秀
で
、
か
つ
消
防
技
能
と
規

律
が
厳
正
で
消
防
任
務
の
遂
行
上
特
に

優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
た

も
の
で
す
。

更
に
、
六
月
十
八
日
石
川
支
部
幹
部

大
会
に
お
い
て
次
の
方
々
に
表
彰
の
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

。
福
島
県
知
事
表
彰

八
一
般
人
表
彰
ハ
火
災
消
火
協
力
〉
〉

高
林
ア
サ
子
、
高
林
甚
之
助
、
高
林

ア
キ
エ

〈
退
職
消
防
団
長

V

藤
田
金
ニ

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

八
功
績
章
V

団

長

境

田

孝

意

〈
精
績
章
V

副
団
長
仁
井
田
保
雄

。
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

八
竿
頭
綬
V

無
火
災
四
辻
分
間

銀 金 金 樹

" " "楽
賞賞賞圏

賞

車

田

光

雄

ハ

小

高

)

野
時
幸
男
ハ
川
辺
〉

藁
谷
正
之
助
金
静
生
〉

伏

田

章

〈

竜

崎

〉

小
林
宏
一

(

η

〉

須

藤

安

一

ハ

川

辺

)

野
崎
幸
男
(
川
辺
〉

溝
井
源
三
郎
(
小
高
〉

水

野

安

親

ハ

中

〉

高
原
豊
勝
ハ
北
須
釜
〉

有

賀

重

夫

(

吉

)

佐

藤

計

ハ

η

〉

車
田
光
雄
(
小
高
〉

須
藤
利
次
(
川
辺
〉

塩
沢
直
利
(
南
須
釜
〉

円

谷

産

成
(

H

リ
〉

小

原

保

〈

η

〉

有

賀

重

一

夫

(

吉

)

伏

田

章

ハ

竜

崎

〉

車
田
光
雄
(
小
高
〉

小
林
宏
一
〈
竜
崎
〉

須
藤
元
義
(
川
辺
〉

O
盆
裁
の
部

金
賞
松
柏
佐
久
間
昌
猶
企
麻
生
〉

銀
賞
松
柏
佐
久
間
島
麺
(

H

H

〉

銀
賞
雑
木
奥
野
田
部
(
岩
法
寺
〉

銅
賞
雑
木
大
越
常
義
(
南
須
釜
〉

銅
賞
野
草
久
保
木
徳
雄
会
麻
生
〉

" " 11 " 11 
銅

品』

良

11 " " " " 11 " 
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いつも

青少年の健全育成は、

みんなのねがし、です。

〈ぼくたちの未来は、

Vサイン〉

昭和56年 7月 1日

空
港
問
題
懇
談
会
が
去
る
六
月
十
五

日
聞
か
れ
、
村
議
を
は
じ
め
各
会
、
団

体
代
表
者
が
出
席
し
協
議
さ
れ
満
場
一

致
の
も
と
に
「
福
島
空
港
誘
致
促
進
期

成
同
盟
会
」
が
一
設
置
さ
れ
ー
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
の
役
員
と
し
て
、
会
長
に
村
長
、

副
会
長
に
村
議
会
議
長
、
区
長
会
長
、

商
工
会
長
を
置
き
、

、構
成
メ
円ン
パ
ー
は

議
員
、
区
長
、
商
工
会
、
農
協
、
青
年

婦
人
会
、
消
防
、
森
林
組
合
、
教
育
委

員
会
、
関
係
区
域
の
副
区
長
、
区
会
議

員
の
代
表
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

県
内
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中

で
も
当
村
区
域
は
、
空
域
、
運
航
条
件

建
設
条
件
な
ど
を
満
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
空
港
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
須
賀
川
市
と
歩
調
を

合
せ
る
と
共
に
、
関
係
区
域
に
当
る
、

小
高
、
岩
法
寺
、
北
須
釜
地
区
の
地
域

懸
談
今
等
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

子

供

の

基
礎
体
力
+
つ
く
り

基
礎
体
力
と
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
を

営
む
う
え
に
必
要
な
最
少
限
度
の
体
力

で
、
と
く
に
子
供
の
と
き
に
培
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
に
は
、
早
い
時
期
か
ら
発
達

し
始
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子

供
の
と
き
か
ら
発
育
段
階
に
合
っ
た
運

動
を
、
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

そ
の
た
め
に
は
、
体
を
動
か
す
遊
び

を
十
分
に
行
わ
せ
、
食
事
そ
の
ほ
か
日

常
生
活
の
習
慣
を
正
し
く
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
供
が
幼
い
う
ち
は
体
力
つ
く
り

な
ど
考
え
な
く
て
よ
い
」
と
か
「
中
学

生
に
な
っ
て
か
島
で
も
間
に
合
う
」
と

思
っ
て
い
る
方
も
、
中
に
は
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い

で
す
。

乳
幼
児
に
は
乳
幼
児
に
合
っ
た
、
小
学

生
に
は
小
学
生
ら
し
い
体
力
つ
く
り
が

必
要
で
す
。

tま
崎
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7月17日(金〉

農業委員統一

選挙日です

村農業委員の任期は、本
年7月 19日をもって任期満
了となります。
選挙は、その任期の満了

前30日以内に一般選挙を行
わなければなりませんが、
今回は、そんの任期が本年7
月18日から本年8月16日ま
での聞に満了するものも含
めて、来るイジ7月17日に全
国統←して一斉に選挙を執
行，することになりましたo

fて選挙管理委員会として

もす"この統ム選挙になら
い、来る 7月17日を投票日
と定め選挙を行うことにな
り、次のとおり立候補の受
付等を行いますo

。告示日 7月10日

。立候補の受付 7月10日
"-'7月11(毎日午前
8時30分~午後 5時
まで〉の 2日間

o受付場所役場〈選挙管
理委員会〉

、新じい農地制度でr

:新4しい村づくり

選ぼ.?f，;:あたたの

農業委員グ

有権者のみなさん可棄権
しないで、 ¥明るく正しい選
挙に己協力を

選挙管J九理委員会
明るい選挙推進協議会

買
物
の
目
安
に
マ

l
ク
を

ω

ー
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

J

マ
!
?
l

置
計
量
検
定
証
印

検
査
済
証
(
計
量
法
V

買
い
物
を
す
る
と
き
目
方
が
正
し

く
計
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

喧

E
E
m
こ
と
は
、
消
費
者
と

軍

出

馴

し

て

い

つ

も

注

意

し

E
・
E
・
-
て
い
な
け
れ
ば
な
ち

な
い
大
切
な
こ
と
が
ら
で
す
計
量

法
に
も
と
づ
一い
て
①
は
か
り
に
は
、

国
の
検
定
を
受
け
、
合
格
し
た
検
定

¥
j

証
パ
マ

l
ク
)
が
つ

弘
、
沼
物
/
紐

J

い
て
い
な
け
れ
ば
な

!
 

、
守
?
物
騒
ザ
ま
せ
ん
。

と

/
l
i
l
i
-
-
A
d
¥

+mL

d

v

，

。

y
l
i
L

②
使
用
中
の
は
か
り

を
県
で
は
定
期
検
査
を
し
て
、
常
に

正
し
い
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
'調
べ

て
い
ーま
す
。

定
期
検
査
に
合
格
し
た
も
の
に

は
、
検
査
済
証
を
つ
け
ま
す
。

キ
ュ
ー

圃
Q
マ
i
ク

Q
マ
i
ク
は
子
、通
商
産
業
省
繊
維

製
品
検
査
所
の
品
質
総
合
検
査
に
合

1
1
1
1
1
1
格
し
た
製
品
と
同
等

一
A
U工
の
品
質
を
も
つ
も
の

F
I
l
l
iじ
で
す
。

o
検
査
基
準
の
内
容
は
、

ω外
観
の

検
査

~ω
寸
法
の
検
査
、

ω性
能
の

検
査
、

ω表
示
に
つ
い
て
の
検
査

(
適
否
等
)
以
上
の
厳
し
い
検
査
に

合
格
し
た
も
の
に
つ
け
ら
れ
る
マ
ー

ク
で
す
。

※
適
用
す
る
も
の
1
:
:
織
物
製
示
決

服
、
ジ
ャ

l
ジ
製
子
供
服
、
織
物
製

敷
物
、
洋
か
つ
ら
、
大
人
用
衣
服
九

寝
具
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
。

目
安
全
マ

l
ク

之
の
マ

i
ク
は
「
特
定
製
品
」
(
一

、
、
「
ノ
ク
般
消
費
者
の
生
命
又
は

{
安
一
全
}
下
身
体
に
対
し
て
特
に
危

/
し
、
、

s

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
多

い
と
認
め
ら
れ
る
製
品
〉
の
構
造
、
強

度
、
爆
発
性
、
可
燃
性
な
ど
に
つ
い
て

の
安
全
基
準
に
基
づ
い
て
、
製
品
安
全

協
会
が
固
か
ら
委
嘱
に
よ
り
検
査
お
よ

び
製
造
者
の
登
録
、
型
式
承
認
な
ど
を

行
な
い
合
格
し
た
製
品
に
つ
唱け
ら
れ
ま

す。※
対
象
品
目
:
:
:
家
庭
用
圧
力
な
べ
及

び
圧
力
が
ま
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

野
球
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
炭
酸
飲
料
び
ん

詰
、
炭
酸
飲
料
を
充
て
ん
す
る
た
め
の

ガ
ラ
ス
び
ん
、
乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
、
金

属
性
ベ
ッ
ド
及
び
パ
ッ
ト
、
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
、
登
山
用
ロ

1
プ。

エ
ユ
シ

1

5
C
マ
I
グ
は
、
安
全
マ

l
ク
と
同

¥
パ
れ
/
ク
じ
で
す
が
炭
酸
飲
料
の

=
~
こ
い
フ
タ
に
表
示
す
る
も
の

/
f
L
¥
s
の
み
に
使
用
さ
れ
ま
す

他
の
品
目
は
す
べ
て
通
産
省
所
管
の
も

の
で
す
が
、
炭
酸
飲
料
の
び
ん
詰
の
み

は、
J

農
林
省
の
た
め
マ

l
グ
が
異
っ
て

い
ま
す
。

圃
製
品
安
全
マ

i
ク

こ
の
V
A

安
全
協
会
が

食
晶
子
、薬

口

口

即

の

品

質

、

川小
川
内

聞

全

性

を

保

証

一如

苗

圃

一

圃

に

つ

け

ら

れ

ヂ
F
向

調

。

も

し

こ

の

烹

f
p
b
h

事
故
が
起
き

た
際
に
は
、

お
れ
ま
す
。
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作
文
入
賞
作
回
目

ω

人
商
工
会
青
年
部
主
催
〉

-一

6
月
号
に
つ
づ
き
今
回
は
、
矢
吹
小
百
合
さ
ん
、
鈴
木
あ
け
み
さ
ん
一
一

一

一

の

作

品

を

紹

介

し

ま

す

。

一

一

一
一
ふ
る
さ
と
、
玉
川
の
未
来
に
つ
い
て
素
直
な
自
で
と
ら
え
、
明
る
く
一
一

一

一

健

康

的

な

未

来

を

想

像

さ

せ

て

く

れ

る

作

品

で

す

。

一

-

@
こ
の
作
品
は
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
募
集
の
作
品
で
す
の
で
、
入

賞
者
の
学
年
が
現
在
と
違
っ
て
お
り
ま
す
。

昭和56年 7月1日

玉
川
村
に
も
デ
パ
ー
ト
を
造
っ
て
ほ

し
い
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
買
い
物
に

行
く
時
い
つ
も
須
賀
川
市
や
石
川
町
な

ど
、
遠
く
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
け
ど
、
も
し
デ
パ
ー
ト
が
玉
川
村
に

あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
に
行
か
な
く

て
も
近
く
で
す
む
。

ど
う
し
て
玉
川
村
に
は
、
デ
パ
ー
ト

が
な
い
の
か
不
思
議
で
す
。
な
ぜ
な
ら

私
達
の
生
ま
れ
だ
年
は
、
四
十
三
年
で

し
た
。
ま
あ
、
2

そ
、いの
ζ
γろ
は
バ
デ
パ
ー

ト
を
造
る
余
‘ゅ
う
も
お
金
も
、な
か
っ
た
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が
、
私
達
が
育
つ
間
に
建
て
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

も
し
デ
パ
ー
ト
、
が
建
て
ら
れ
で
あ
っ

た
な
ら
、
今
は
、
玉
川
村
で
は
、
な
く

て
、
玉
川
町
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
計
画
を
立
て
、
こ
の
玉
川

村
に
デ
パ
ー
ト
が
建
て
ら
れ
た
ら
、
こ

れ
か
ら
で
も
、
玉
川
村
か
ら
町
へ
変
わ

っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
町

に
し
て
い
く
に
は
、
人
口
が
ち
ょ
っ
と

足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

デ
パ
ー
ト
が
建

て
上
げ
ら
れ
た
持

品
物
の
置
く
場
所

を
ち
ょ
っ
と
考
え

て
み
ま
し
た
。
一

階
-
に
は
、
く
つ
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

な
ら
べ
、
二
階
に

セ
ピ
ロ
、
婦
人
服

子
供
服
、
三
階
は

手
さ
げ
や
カ
パ
ン

ソ
ッ
ク
ス
、
く
つ

下
を
置
く
、
四
階

小
物
や
か
ざ
り
物

を
な
ら
べ
る
。

玉川村ショッピングデノぐー

必』
口百、、

I
E

・J，
， 

須釜小6年

矢吹

.-"四四・・田園町田園同国園山圃圃回国圃 H 聞幅四圃園間園田開園田阿園田四国圃四国園山田醐自国圃

五
階
に
は
お
も
ち
ゃ
や
グ

l
ム
を
お
い

て
子
供
述
を
審
こ
ば
せ
る
し
か
け
を
造

り
、
地
下
に
は
、
食
品
や
食
堂
を
置

く
、
お
く
上
に
も
余
堂
を
造
り
、
天
気

の
よ
い
日
な
ど
に
は
、
食
事
を
し
な
が

ら
周
り
の
風
景
を
見
て
い
ら
れ
る
よ
う

に
考
え
ま
し
た
。

で
も
、
い
く
ら
便
利
な
建
物
が
出
来

て
も
、
場
所
を
考
え
る
と
、
建
て
る
所

が
な
い
。
か
と
い
っ
て
み
f
須
釜
に
建
て

る
と
す
る
と
、
行
き
き
す
る
の
に
は
、

ち
ょ
っ
と
道
路
が
せ
ま
す
ぎ
る
。
今
震

小
高
の
方
に
は
、
須
釜
と
ち
が
っ
て

よ
い
場
所
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
度
私
が
秋
の
遠
足
の
時
に
行
っ

た
、
山
石
法
寺
の
所
が
よ
い
と
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
ょ
い
と
思
っ
た
か
、
そ
れ

は
、
高
い
所
か
ら
見
る
と
、
林
の
中
に

家
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
五
、
六

家
か
た
ま
つ
で
あ
っ
た
り
し
て
、
山
は

見
え
る
し
、
も
っ
と
く
わ
し
く
見
る
と

向
の
方
に
須
賀
川
市
の
赤
ト
リ
ヰ
が
見

え
た
り
し
ま
す
。
で
も
あ
ま
り
自
動
ヘ

校内球技大会で、

ドッチ・ポールを

する主一小のよい

子たち

「
キ
ャ
ーに

げ
る
ノ
」

空きかんの
舟をつくろう
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〆
車
も
通
ら
な
い
か
ら
栄
え
な
い
と
思

い
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
を
造
る
に
は
、
駐

車
場
を
忘
れ
て
は
、
ト
け
な
い
。
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わ
た
し
は
今
の
玉
川
村
に
満
足
し
な

い
こ
と
、
が
、
い
く
つ
か
あ
る
。
わ
た
し

は
自
分
で
こ
う
言
う
玉
川
村
に
し
た
い

と
思
う
。
人
々
が
、
ゆ
っ
た
り
と
た
の

し
く
豊
か
に
く
ら
せ
る
玉
川
村
に
し
た

、。
E
V
 -

そ
の
た
め
に
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
す

れ
ば
い
い
な
あ
と
思
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
は
、
い
ん
き
ょ
し
な
く
て
も
、

玉
川
村
に
老
人
ホ
l
ム
を
作
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
し
た
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
た
の
し
く
み
ん
な
で
話
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
っ
た
。
年
よ

り
は
、
年
よ
り
ど
う
し
で
、
若
い
人
は

若
い
人
ど
う
し
で
話
し
合
っ
た
方
が
、

た
の
し
く
は
な
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

ぁ
と
思
う
。
だ
か
ι

る
こ
ん
な
老
人
ホ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
な
あ
。
老
人
ホ

ー
ム
を
作
っ
た
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

が
、
ゆ
っ
た
り
一と
、
安
心
し
て
く
ら
せ

る
ん
じ
ゃ
な
い
が
な
あ
と
思
う
。

5 

あ
と
は
、
玉
川
一

村
に
は
遊
園
地
が
.

な
い
の
で
作
っ
て
一

ほ
し
い
。
子
供
は
一

遊
び
ざ
か
り
な
の
一

で
遊
び
場
ぐ
ら
い
一

は
あ
っ
て
も
い
い
一

と
思
う
。
大
人
の
一

人
で
も
遊
ぶ
こ
と
一

が
あ
る
の
だ
か
ら
↑

子
供
だ
っ
花
遊
び
一

た
い
に
き
ま
っ
て
…

い
る
こ
と
だ
。
遊
…

び
ず
き
の
子
供
た
一

ち
に
遊
ぶ
所
を
作
圃

一
職
場
で
働
く
人
々
の
一
日
の
労
働

…
時
間
は
、
労
働
基
準
法
で
原
則
と
し

一
て
八
時
間
(
休
憩
時
間
を
除
く
〉
を

一
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

一
お
り
、
八
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

一
る
場
合
に
は
、
一
定
の
手
続
〈
時
間

山
外
協
定
)
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

…
ん
。

一
し
か
し
、
労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ

一
た
当
時
(
昭
和
二
十
二
年
〉
の
社
会

一
・
経
済
情
勢
か
ら
、
全
産
業
一
律
に

一
八
時
開
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
が

…
困
難
で
あ
る
業
種
、
た
と
え
ば
、
商

一
業
、
理
・
美
容
業
、
旅
館
・
ホ
テ

一
ル
、
飲
食
庖
等
に
つ
い
て
は
九
時
間

一
労
働
制
の
“
「
特
例
」
が
認
め
ら
れ
て

一
い
ま
し

d

た。

…

こ

の

一「
特
例
」
が
今
年
の
四
月
か

圃
ら
廃
止
き
れ
八
時
間
労
働
制
に
な
り

一
ま
し
た
ι

一
し
か
し
、
「
特
例
」
は
商
業
・
サ

一

i
ピ
不
業
を
中
心
と
し
た
中
小
零
細

一
企
業
に
働
会
人
々
に
適
用
さ
れ
て
い

てく
ほこで
し のも
い玉、
と JIIも
思村し
いに出
まも来
すデる
。バな

l ら
トー

を日
造も
つ早

み{ナ

玉川の未来
玉JII一小 5年

鈴 木 あ

っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
も
う
一
つ
は
、
運
動
場
が
あ
れ

ば
い
い
な
あ
と
思
う
。
大
人
の
人
で
も

運
動
が
す
き
な
人
が
い
る
の
だ
か
ら
あ

っ
て
も
い
い
と
思
う
。
年
よ
り
で
も
や

れ
ば
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。

こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
、
満
足
し

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

年
よ
り
に
と
っ
て
老
人
ホ

i
ム
は
、
た

の
し
く
話
せ
る
所
じ
ゃ
な
い
か
な
あ

と
思
う
。
そ
し
て
子
供
に
は
、
遊
園
地

今
、
子
供
は
遊
び
ざ
か
り
だ
か
ら
。
も

う
一
つ
は
運
動
場
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
。
と
言
う
よ
う
な
わ
が
ま
ま

を
書
き
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は
こ
ん
な

ふ
う
な
玉
川
村
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
に

い
か
も
・ん
だ
ろ
う
か
を
頭
の
中
で
想
像

L
で
ぶ
ま
じ
た
。
や
づ
ば
り
こ
ん
な
ふ

う
に
な
っ
た
な
ら
ど
ん
な
に
す
ご
い
だ

ろ
う
な
。
み
ん
一
人
一
人
た
の
じ
く
豊

か
に
す
ご
し
た
い
な
あ
と
考
え
て
る
。

玉
川
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
女
子

部
鈴
木
美
枝
子
部
長
以
下
四

O
名
の

皆
さ
ん
が
、
六
月
ニ
十
一
日
(
日
〉

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を
兼
ね

て
掃
除
の
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。早

晩
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る
若
い

人
達
か
ら
思
い
も
よ
ら
な
い
奉
仕
作

業
に
セ
ン
タ
ー
職
員
一
向
感
謝
、
感
激

し
て
お
り
ま
す
。

近
い
将
来
皆
様
方
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
の
電
話
の
マ
ナ

i

八
電
話
を
か
け
る
と
き

V

労
働
時
間
特
例
廃
止
に
つ
い
て

商

応

、

理

・

美

容

業

、

旅

館

も

八

時

間

労

働

制

に

ー
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
段
階
的
に

た
こ
と
に
よ
り
、
…
律
に
廃
止
じ
ま
す

と
影
響
が
大
き
い
た
め
、
昭
和
六
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
段
階
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
'り
ま
じ
た
。

〈
特
例
廃
止
の
時
期

V

商
業
〈
三
オ
ス
未
満
の
卸
は
小
売

業
v

、
理
・
美
容
業
、
病
院
社
会
福
祉

施
設
、
飲
食
応
、
一旅
館
・
ホ
テ
ル
、
娯

楽
業
に
つ
い
一之
の
「
特
例
」
-
は
、
次
の

よ
う
な
事
業
規
模
む
応
じ
ち

e

廃
止
さ
れ

ま
す
。

一
、
労
働
者
五
十
一
人
以
上

五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

二
、
労
働
者
十
人
以
上
五
十
人
以
下

五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

三
、
労
働
者
一
人
以
上
九
人
以
下

六
十
年
四
月
一
日
か
ら

ハ
但
し
三
に
つ
い
て
の
特
例
の
廃
止

は
中
央
労
働
基
準
審
議
会
の
意
見
を

聴
い
て
決
め
る
。
〉

八
特
例
が
廃
止
さ
れ
た
ら

V

労
働
時
間

b
h
特
例
」
が
廃
止
さ
れ

ま
す
と
、
す
べ
て
の
産
業
に
九
時
間
労

①
ダ
イ
ヤ
ル
は
必
ず
電
話
番
号
を
確
か

め
て
か
ら
回
し
ま
し
ょ
う
。

〈
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
〉

①
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
出
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
取
り
次
ぎ
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

③
メ
モ
を
と
る
習
慣
を

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
子
供
に
限
ら

ず
。
大
人
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で

す。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
い
ま
一
度
直

し
、
電
話
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

働
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
使
用
者
は
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で

も
休
憩
時
間
を
除
い
て
一
日
八
時
間
を

超
え
て
働
か
せ
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま

す。
も
し
、
一
日
八
時
間
を
超
え
て
働
い

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
時

間
外
協
定
を
し
て
、
割
増
賃
金
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ

れ
ま
で
「
特
例
」
に
よ
っ
て
九
時
間
労

働
制
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
八

時
間
労
働
制
に
適
合
す
る
よ
う
経
営
、

組
織
の
見
直
し
ゃ
人
員
配
置
の
合
理

化
、
就
業
規
則
の
変
更
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

〈
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

V

「
特
例
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
業

種
は
消
費
者
主
密
接
に
関
連
し
て
い
る

た
め
「
特
例
」
廃
止

K
当
つ
て
は
、
消

費
者
の
理
解
と
協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で

す
。
今
後
「
特
例
」
の
廃
止
に
伴
い
消

費
者
マ
人
J

一
入
が
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

を
見
産
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
生

活
慣
習
や
消
費
パ
タ
ー
ン
を
築
か
れ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
九

「
特
例
廃
止
」
に
つ
い
て
句
、詳
し
い
内

容
に
マ
い
て
は
、
福
島
労
働
基
準
局
監

督
課
{
T
E
e-
さ
四
・
一
一
一
一
〉
、

最
寄
勺
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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社
会
の
完
全
参
加
と
平
等
を

「
今
年
は
、

国
際
障
害
者
年
」

障
害
者
と
は
、
病
気
や
事
故
あ
る
い

は
老
齢
化
な
ど
の
た
め
に
身
体
的
、
精

神
的
な
機
能
が
損
な
わ
れ
、
自
分
自
身

で
は
通
常
の
個
人
生
活
や
社
会
生
活
を

完
全
に
、
ま
た
は
ー部
分
的
に
行
え
な
い

人
を
い
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
わ
た
し
た
e

ち

の
だ
れ
も
が
障
害
者
に
な
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
は
決
し
て
「
だ
れ
も
が
他
の

人
」
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
身
近
な
問
題
な
の
で
す
。

同
時
に
、
障
害
と
い
う
問
題
は
、
そ

の
人
自
身
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
障
害

者
個
人
と
そ
の
社
会
環
境
と
の
関
係
か

昭和56年7月1日

シンボルマーク
の 紹介

No. 179 たまかわ

部ークーゼ- 下、
は、社会への~" ・一一一_j¥D"l 
zz?と泊 、~ A~ 
三竺今月、VLl?
陣陣官官+山 一一/，，，-

三I~ノボルマークて‘フラソスの国際関審者年

冨内委員会より提案されたデザイツをもとに

して、国連によって決められたものです。平

等な立場て抱互の連帯と支持を警の、手を結

ぶ2人の人間を象徴してります。

ら
生
ま
れ
る
:
:
:
と
い
う
考
え
方
に
立

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

障
害
者
を
持
つ
人
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
み

ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
社

会
の
一
員
と
し
て
、
な
に
か
し
ら
必
ず

で
き
る
は
ず
で
す
。

社
会
施
設
な
ど
を
、
障
害
を
も
っ
人

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
す
る

l
iわ

た
し
た
ち
み
ん
な
が
「
障
害
」
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
な
い
社
会
寺
つ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
国
際
障
害
者
年
の
大
き
な

目
的
で
す
。このマーク!志手足の不自由な人が利用じ

やすり建物・施設であることを示すジ日官;f，

マークて、国際障害者リハピリテージヨジ協

会(本部・ニューヨ一久加盟約70か国)によ

って決められ 一一一ー---

た乞のです。 ・・・ a圃・圃・圃圃

このマークi立、そこに手話のてきる人がり

て、耳やロの不ElE包な人たちが利用じやすり

窓口てあることを示すジソiI¥;f，マークてす。

図柄は哀をデザイ

ソ{巳じたタツノ方

トジコて、財団法

人全日本ろうあ逮

盟のシンボルマー

クてすs

か結ほ す定に
E る成どこ 0 に、

とし玉の 迷か

it145 3三 玉川村相談業務連絡協議会
、さ相な いて 11111...1111111111圃圃.&1111;:川 園 園 田1111111111園田園川111111...1111111111圃園田111

5相ら談現 る悩
-み談 に 業 状 のめもな方て指容れ度官 な人 こ 増 つ は
E 員村務に がる多相でい導にのが公現つがまして、私
き相民連鑑 突入す談はる助応相あの在て自 の、益多達

互の絡み 情がぎ所、。言じ談り各村来立-t!I心々様の
の使協て の窓、るがこしがてご、種内てつーと 配 複 化 日
理益議、 よ 口 が 余 の か 行 適 と そ 相 に い てにご雑に常
解を会こ うのたりよしわ切のれ談はる多悩とさ伴生
とはをの で選めにうーれな内ぞ制、。くむ、をな活

親
睦
を
は
か
り
、
加
え
て
業
務
の
研
讃

に
努
め
て
、
資
質
の
向
上
を
目
指
し
、

去
る
五
月
二
十
九
日
役
場
北
庁
舎
会
議

室
に
関
係
者
が
参
集
し
、
明
る
い
住
み

良
い
村
作
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
い

合
っ
た
。

当
日
は
、
福
島
家
庭
裁
判
所
調
査
官

保
科
修
治
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
家

庭
裁
判
所
の
窓
口
か
ら
見
た
、
家
庭
紛

争
の
実
情
を
詳
細
か
う
具
体
的
事
例
を

通
じ
て
の
講
話
広
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

村
相
談
業
務
連
絡
協
議
会
の
構
成
は

=-EE・園田嶋園田園田
E

・E・-=四回目白=EE圃

E==

高
齢
者
学
級
開
講

充
実
し
た
老
後
を
送
る
た
め
に
生
涯
教
育
を

去
る
六
月
十
七
日
、
昭
和
五
十
六
年

度
高
齢
者
学
級
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
支
部
省
補
助
事
業
で
も
あ

り
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代

的
セ
ン
ス
を
養
い
、
豊
が
な
生
き
方
、

楽
し
い
生
活
を
探
求
し
よ
う
と
、
村
内

在
住
の
六

O
歳
以
上
の
男
女
(
泉
教
室

六
十
三
名
、
須
釜
一教
室
六
十
二
名
)
が

入
講
し
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
進
展
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る

よ
う
生
涯
に
お
い
て
色
々
な
面
で
学
習

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と

し
た
面
々
か
ら
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

生
涯
教
育
と
い
う
言
葉
が
ユ
ネ
ス
コ

の
第
三
回
世
界
成
人
教
育
国
際
委
員
会

で
提
唱
さ
れ
、
以
来
そ
れ
は
、
優
れ
た

ひ
と
つ
の
教
育
理
念
と
し
て
我
国
で
も

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
教
育
の
提
唱
者
で
あ
る
ポ
I
ル

ラ
ン
グ
ラ
ン
は
「
人
聞
は
、
一
度
得
た

一
組
の
知
識
や
技
術
だ
け
で
は
、
自
己

の
全
生
涯
を
全
う
で
き
る
と
い
戸う
考
え

方
は
、
急
速
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
変
化

の
激
し
い
現
代
社
会
に
生
き
る
わ
た
し

た
ち
が
そ
の
環
境
に
自
ら
積
極
的
に
適

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
涯
に
わ
た

六
種
の
窓
口
に
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
で
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

O
心
配
ご
と
相
談

塩
沢
政
与
、
川
崎
幸
夫
、
車
田
宇

多
手
(
佐
藤
芳
、
関
根
貞
夫
、
円

谷
秋
栄
、
岩
谷
浩
光
(
事
務
局
兼
〉

O
行
政
相
談

委
員

l
因
子
園
夫

O
人
権
擁
護
相
談

委
員

l
矢
吹
幾
哉
、
鈴
木
三
郎

O
保

護

司

佐
久
間
安
歳
、
藤
田
金
二

O
身
体
障
害
者
相
談
j
奥
野
義
章

。
戦
傷
者
相
談

l

l

n

以
上
十
三
名
が
常
時
相
談
に
応
じ
て
い

る
の
で
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

相
談
に
際
し
て
は
、
無
料
、
秘
密
は

厳
重
に
守
り
ま
す
の
で
御
安
心
下
さ

(
社
協
〉

※
心
配
ご
と
相
談
所
の
定
例
棺
談
日

は
、
毎
月
十
日
(
西
部
〉
二
十
五
日

(
東
部
)
で
午
前
十
時
よ
り
開
き
ま

す。

=-E・
g

・====・・・・・

っ
て
学
習
す
る
必
要
に
追
ら
れ
る
、
つ

ま
り
生
涯
学
習
生
涯
教
育
が
い
か
に
必

要
か
を
端
的
に
説
明
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
っ
た
ん
修
得
し
た
知
識
や
技
術
の

役
立
つ
年
数
が
長
か
っ
た
時
代
の
数
育

の
あ
り
方
で
は
、
今
日
、
も
は
や
わ
た

し
た
ち
の
求
め
る
教
育
、
学
習
内
容
に

応
じ
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
対
応
し
た
高
齢
者
の
学
習
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
等
の
奨
励
、
積
極
的
社
会

参
加
の
促
進
が
最
大
の
課
題
と
さ
れ
て

居
り
ま
す
。

こ
う
言
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
高

齢
者
学
級
が
年
間
三
十
五
時
間
あ
り
ま

す
の
で
、
有
意
義
な
学
習
を
か
つ
有
意

義
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
場
と
な
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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南
須
釜
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
五
年
連
続
優
勝
川

中
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)
二
年
連
続

公
民
舘
主
催
に
よ
る
第
十

二
田
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
・
第
十
七
回
村
民
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
去
る
六

月
二
十
一
日
、
玉
川
第
一
小

学
校
々
庭
、
玉
川
村
体
育
館

で
三
百
余
人
の
選
手
が
参
加

7 

し
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た。
大
会
は
、
梅
雨
の
あ
い
ま

を
ぬ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
寒
さ
を
吹
き
飛
す
フ
ァ

イ
ト
と
、
熱
の
入
っ
た
応
援

で
、
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、

、合理的な

ケチH作戦

中対小高の熱戦

選
手
、
観
客
が
一
体
と
な
り
楽
し
い
一

日
を
過
し
ま
し
た
。

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
0

0
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

会
場
玉
川
第
一
小
学
校
々
庭

一

回

戦

小

高

Mu--
蒜

生

南
須
釜

7
1
2

北
須
釜

竜

崎

日

!
1

吉

二

回

戦

中

路

i
l
小

高

南
須
釜

U
i
2

山
小
屋

竜

崎

山

1
4

四
辻
川

辺

9

1

1

岩
法
寺

準

決

勝

中

8
1
0

南
須
釜

川

辺

5
1
4

竜

崎

決

勝

中

日

1
6
川

辺

。
家
庭
バ
レ

l
ポ

i
ん
の
部

会
場
玉
川
村
体
育
舘

A
.フ
ロ
ッ
ク

1
位

南
須
釜

2
位

山

小

量

3
位

吉

4
位

竜

崎

B
ブ
ロ
ッ
ク

1
位

中
川

辺

小

高
四

辻

A 

3
勝

2
勝
1
敗

1
勝
2
敗

3
敗

2
位

3
位

4
位

2
勝

1
敗

2
勝

1
敗

2
勝
1
敗

3
敗

①日陰で風通しのよいとこ
ろに設置しましよう。

C
。フ
ロ
ッ
ク1

位
2
位

3
位

決
勝
リ

i
グ

優

勝

南

須

釜

準
優
勝

中

三

位

以'
北
須
釜

北
須
釜

岩
法
寺

蒜

生

2
勝

1
勝
1
敗

2
敗

2
勝

1
勝

1
敗

2
敗

A とび出す珍技!こ笑いの声援

②カーテンやブラインドを
利用して、直射日光を防
ぎましよう。

一

禽
闘
醐
w

一

中

毒

や

伝

染

病

の

と

き

は

一

要

注

意

一

一

3パ
ジ
暑
さ
が
続
く
け
で
す
か
ら
、
水
分
を
取
ら
な
い
と
説
一

ユ
d
d
m
一

と

、

ど

う

し

て

も

水

状

態

に

な

り

危

険

で

す

。

一

一
二
度
+
ぺ
一
下
痢
を
し
や
す
く
乳
幼
児
、
老
人
に
は
、
と
く
に
気
を
一

一

」

会

医

一

な

り

手

。

つ

け

、

番

茶

や

湯

ざ

ま

し

な

ど

を

与

え

一

一

j
i
l
!

も

と

も

と

胃

腸

が

ま

し

ょ

う

。

一

圃

弱

い

人

は

、

ち

ょ

腸
炎
ピ
プ
リ
オ
菌
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
一

一
っ
と
し
た
こ
と
、
た
と
え
ば
寝
冷
え
に
よ
る
食
中
毒
、
赤
痢
な
ど
伝
染
病
の
一

…
を
し
た
り
、
睡
眠
不
足
に
な
っ
た
病
原
直
に
よ
る
下
痢
は
、
発
熱
、
腹
一

一
り
、
夏
か
ぜ
に
か
か
っ
た
り
:
:
:
ま
痛
、
吐
き
気
、
幅
吐
な
ど
を
伴
い
、
手
一

一
た
、
冷
た
い
飲
食
物
や
消
化
の
悪
い
当
て
が
遅
れ
る
と
危
険
で
す
o

一

一
食
べ
物
を
取
り
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
下
痢
の
回
数
の
多
い
少
な
い
に
か
か
一

一
腹
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
ら
ず
、
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
一

一
単
な
る
下
痢
な
ら
、
飲
食
物
を
ひ
ぅ
。
シ
ロ
ウ
ト
判
断
で
や
た
ら
に
下
痢
一

一
か
え
め
に
し
、
食
事
は
消
化
の
よ
い
止
め
な
ど
を
飲
ま
な
い
こ
と
で
す
o

一

一
も
の
に
切
り
替
え
、
体
を
冷
や
さ
な
ま
た
、
海
外
旅
行
直
後
の
下
痢
は
、
一

一
い
よ
う
に
心
が
け
る
と
一

J
二
日
で
た
と
え
軽
症
で
も
必
ず
医
師
の
診
断
を
一

一

自

然

に

治

る

の

が

普

通

で

す

。

受

け

ま

し

ょ

う

。

一

一
食
前
切
れ
は
は
十
む
一
一
ヘ
ド
V
ソ

一

…

絶

食

後

は

お

か

ゆ

か

ら

徐

々

に

積

ら

へ

愈

滋

翻

卸

僻

れ

/

一

…

し

て

い

き

ま

す

。

か

ぜ

に

よ

る

下

痢

/

侮

鰭

副

側

聞

ィ

ー

一

一

一
な
ら
、
う
ど
ん
な
ど
体
が
温
ま
る
も

/
4伊
川
/
一

1

一

…

の

を

食

べ

る

よ

う

に

し

ま

す

。

/

ノ

〈

M
v
民
a
z
a細
菌

一

一
下
痢
を
す
る
と
水
を
飲
ん
で
は
い

O
一
言

da
一

一
け
な
い
と
考
た
て

い

る

人

が

い

ま

す

岬

系

民

一

一
が
、
水
分
が
ど
ん
ど
ん
出
て
い
く
わ

4
1
e圃
一

円
/
』ト

動
a
3
2タ
j

zを

J
S
F似

め
除

1
H
A
h寸

ま
掃
一
一
一
一
一
一
)

'こ
は
=
」
長
一
一
一
ー
一

…後一一
/
U
1
0

一一一一

入
札に
一
一
一
一
一
点

、手
週
「

l
L一一一一

④
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自
衛
隊
で
は
、
た
だ
い
ま
ニ
等
陸
・

海
・
空
主
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

健
全
な
生
活
、
安
定
し
た
職
場
:
:
:

そ
こ
に
あ
な
た
の
望
ん
で
い
る
将
来
の

夢
が
あ
り
ま
す
。

思
い
き
り
、
若
い
力
を
ぶ
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

。
受
付
期
間
・
:
常
時
受
付
て
い
ま
す
。

。
応
募
資
格
:
・
十
八
才
以
上
、
二
十
五

一
一才
未
満
の
日
本
男
子

。

試

験

中
・ぞ
身
体
一検
査
、

一筆
記
試
験

日
述
試
験

。
初
任
給
ー
:
主
九
トr一
、
六

O
O円
、
十

ヶ
月
後
九
九
、
六

0
0

向
と
な
り
、

-そ
の
後
年

一
回
昇
給
、
衣
食
住
は

無
料
で
す
。

与
:
:
:
年
三
回
、
約
四
・
九
カ

月
分
そ
の
他
諸
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

妥
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合
同
行
政
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

たまかわ

来
た
る
八
月
十
一
日
ハ
火
)
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
石
川
町
中

央
公
民
館
で
町
村
に
よ
る
合
同
行
政
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
な
か
に
は
、
日
常
生
活
に

お
い
て
、
役
所
や
国
鉄
、
電
々
公
社
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

。
説
明
に
納
得
が
で
き
な
い
。

。
こ
の
よ
う
に
し
〕尤
ほ

L
い
0

0
処
理
が
ま
あ
が
ろ
乏
い
る
ο

。
ど
の
よ
う

uf

に
，T
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

p
h

、0

4
'
H
I
V
 

な
ど
の
苦
情
や
要
望
を
持
っ
て
い
る
が

関
係
の
役
所
や
国
鉄
1

電
々
公
社
な
ど

に
は
直
接
申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど
と

に
い
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

方
々
、
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
方
々
は
苦
情
の
解
決

や
要
望
の
実
現
な
ど
を
図
る
合
同
行
政

相
談
所
に
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ

な
お
合
同
相
談
所
に
参
加
す
る
行
政

機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
福
島
地
方
法
務
局
、
福
島
県
〈
県
中

行
政
事
務
所
、
郡
山
社
会
保
険
事
務
所

郡
山
農
地
事
務
所
、
郡
山
農
政
事
務
所

郡
山
林
業
事
務
所
、
郡
山
建
設
事
務
所

交
通
事
故
相
談
員
〉
、
石
川
町
、
行
政

管
内
行
政
相
談
委
員
、
福
島
行
政
監
察

局。国
民
年
金
の

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

四
、
五
、
六
月
分
の
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
も
う
納
め
ま
し
た
か
。
ま
だ

納
め
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万

一

事
故
が
あ
っ
た
と
き
、

障
害
年
金
や
母

子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り

か
、
将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す。

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
き
F

は
-
二
年
前
、ま
ゼ
の
分
で

あ
れ
ば
、
あ
な
た
む
住
所
地
を
管
轄
す

る
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
国
民
年
金
係
又
は

須
釜
支
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
得
税
第
一一
期
の
納
入
は

七
月
三
十
一
日
ま
で

A 

「オ

l
d
、
そ
ん
な
に
急
い
で
ど

こ
へ
行
く
ん
だ
い
」

「
税
金
を
納
め
に
行
く
の
さ
」

B 

「
税
金
?
、
確
定
申
告
は
来
年
の

一一一月だ
ろ
う
:
:
:
?
」

B
「
所
得

税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
な
ん

だ
。
七
月
三
十
一
日
が
期
限
な
ん

だ
よ
」

|
|
‘
ぉ
芯
れ
な
く

1
1
1

7

月

住
民
課
衛
生
関
係
事
業
予
定

z

、JE
、，t
・3
2
1
J
E
z
e
-
-
J
Z
、r
z
、ea--3E
・・J
E
、2
・九
r
E
-

A 2 
日

献
血
(
林
精
器
株
式
会
社
の
み
〉

母
親
学
級

就
業
改
善
セ
ン
タ

ー

午

前

9
時

ω
1ロ
時

妊
産
婦
検
診
(
西
部
〉
母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1
時

1
2時
受
付

四
辻
地
区
健
康
相
談

妊
産
婦
検
診
ハ
東
部
〉
骨
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1
時
J

2
時
受
付

4 
臼

7 
日

21 10. 
日日

22 
日

一
才
六
ヶ
月
児
健
康
診
査

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
午
後
1

時

ω分
J

2
時
部
分
受
付

対
象
者
出
年
叩
見
1
日
J
U
月

抗
日
生

乳
幼
児
健
康
診
断
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時

l
2
時
受
付

「
一
一
才
児
健
康
診
査
須
釜
公
民

館

午

後

1
時
初
分
J

2
時
部

分
受
付

23 
日

29 
日

献
血
の
輪
さ
ら
に
広
げ
よ
う

七
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月

間
で
す
。

血
液
事
業
は
医
療
の
進
歩
と
交
通
事

故
多
発
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な

'っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救
う
た
め
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
年
度
の
献
血
者

適
二
九
三
人

ヘ
何
ん
ら
か
の
異
常
で
/
人

f

と
れ
な
か
っ
た

J

人

」

臼

否
フ
月
公
民
館
行
事
予
定

23""16"] 5 "14 
日日日日

自
本
画
教
室

吉
田
令
者
教
室

婦
人
学
級

(
須
釜
〉

婦
人
学
級
ハ
泉
〉

M
日
J
M
W
日

第
一
五
田
村
民
登
山
〈
尾
瀬
〉

日
本
画
教
室

28 
日お

め

で

〈
五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

た

小川地

高辺区
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子

車

田

信

輔

石

井
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須

藤

美

幸

石

井

明
一子

添
田
昇
一

溝

井

正

文

高

林

桜

子

溝
井
真
一
郎

佐

藤

由

紀

塩
沢
真
奈
美

矢

吹

和

代

榊

校

卒

江

真
野
田
裕
一

真
野
自
雄
治

や
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